
2010～2011年度 No.1

　第 5 回 委員会名

委員長名

開催日時

開催場所

河合地区ガバナー 大石第一副地区ガバナー 阿久津第二副地区ガバナー

○  L橋口委員長 ○  L利根川副委員長 ○  L 洗副委員長

○  L 和田 副委員長 ○  L中山副委員 ○  L黒井委員

○  L大石委員 ○  L瀬尾 委員 ○  L豊泉委員

○ Ｌ岩田担当副幹事
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○2010-2011年次大会におけるアワード贈呈について

2010-2011年度　アワード規定を下記のように提案する。

1、新しいアクティビティの開拓にかかわるアワード　　　（クラブ・ゾーンあるいはリジョン）

2、ホームクラブにかかわるアワード　　　（個人）

3、会員増強にかかわるアワード　　（クラブ・個人）

4、傘寿、米寿、卒寿、白寿など高齢者をたたえるアワード　（個人）

5、従来のアワードから、社会福祉、薬物乱用防止、YE、LCIF、献血、青少年育成に絞込み

ｸﾗﾌﾞ･個人ともに大賞のみ贈呈する。

6、ガバナー特別賞として「難病対策支援フォーラム＆チャリティーコンサート」に

特段の支援のあったクラブ･個人を表彰する。

委員会に審査基準の作成を担当してもらう。

2、ホームクラブにかかわるアワード　　　「会員、会則委員会」

3、会員増強にかかわるアワード　　「エクステンション委員会」

4、傘寿、米寿、卒寿、白寿など高齢者をたたえるアワード　　「会員、会則委員会」

議　　　題

従来のアワード　・社会福祉「社会福祉委員会」・薬物乱用防止「薬物乱用防止委員会」

Ｌ岩田担当副幹事よりキャビネット会議報告があり、奄美大島の豪雨被害に対しての義捐金要請が

決定し、各クラブ1人￥200-とする。続いて国際会長公式訪問の参加人員報告、OSEALフォーラム

参加人員報告がなされた。

橋口委員長より第2回キャビネット会議提出案件の資料と内容説明がなされた。

また、アワード規定、審査過程、審査方法、審査基準の明文化にあたり、各項目ごと該当する

第2回キャビネット会議提出案件について

1、新しいアクティビティの開拓にかかわるアワード　　　　「委員長会」

日程確認・調整

次　　　第

次回開催確認

審議経過事項の概要

橋口委員長の挨拶後、前回の議事録確認をし審議にはいった。

かどやホテル2F会議室

　出席オブザーバー

政策・計画委員会

 L橋口啓一　

出　席　者

キャビネット報告

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ利根川副委員長

委員長挨拶

前回議事録確認

　２０１０年11月2日　　金曜日　　　　　16時00分　～18時00分
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作　成　者

ゾーンチェアパーソンとは何か（心構え）

審議経過事項の概要

3、IT委員会は、地区HPにカレンダーを設置し、当該する日にその行事名、時間、会場、参加費、

②ゾーンチェアパーソン経験者が集まり指名する方法

開催委員会名を掲載する。

ゾーンチェアパーソンの仕事とは（具体的な役割）

との意見が出た。

今会議において出たゾーンチェアパーソン選出方法のローカルルールを纏めてみた。

（環境問題、盲導犬の老犬に対するアワード、PR、入会50年等）

○キャビネット行事予定（計画）の決定方法について

1、各委員会で行事予定を組み、開催の予定日をいくつかキャビネットに提出し、キャビネットは

上記の予定日を政策・計画委員会とともに検討する。

2、キャビネット及び政策・計画委員会は、各委員会と日程調整の上、最終的にガバナーが日程

・YE「YE委員会」・LCIF「LCIF委員会」・献血「献血、骨髄移植推進委員会」

他上記に属さないアワードも検討、対応する。

・青少年育成「青少年育成、ライオンズクエスト委員会」・ガバナー特別賞「ガバナー」

議　　　題

以上の件を第2回キャビネット会議に提案する。

⑥推薦者指名委員会の委員は経験者とする

　①諮問委員会の開催②G公式訪問③ゾーン単位のアクティビティ

ゾーン内の融和　などを上げられ、この事業は今期のみではなく来年度にも継続すべきではないか

①指名委員会を設置して選任する。

④輪番制の場合ゾーンチェアパーソンたる人材が該当者が居ない場合、クラブとして辞退する。

⑤ガバナーの拒否件を確保したい

③ゾーン推薦をする方法

　Ｌ豊泉普文

次回開催
日時場所

2010年12月2日　午後4時～6時

キャビネット会議室

を決定し、キャビネット幹事は決定した日程を当該委員会、IT委員会に連絡する。

⑩推薦者は委員会経験者からとするのがのぞましい

・中山副委員長より諮問委員会のマニュアル（案）の資料提出があり説明がなされた。

・橋口委員長よりの提案

ガバナー諮問委員会運営マニュアルについて

⑦ゾーンチェアパーソンの経験を重ねる為委員会の参加を考えられないか

⑧キャビネットからの推薦者も加味できないか

⑨年次大会以降副地区ガバナーより推薦してもらう
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